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≪概要≫

減数分裂期前期における相同染色体の対合・組換えは生命の多様性を作り出すもっとも重要

なプロセスである。相同組換えに先立ってまず染色体がテロメアを束ねてブケー配向を形成し、

相同染色体同士を同じ方向に並べ、お互いに近づけるようにする。その後、お互いに認識して対

合するが、相同染色体認識のメカニズムがほとんど不明である。

これまでの研究で染色体上に形成するlncRNAとSmpタンパク質のドロップレットが対合に重
要であることが明らかになった。lncRNAとSmpタンパク質が対合に寄与する分子メカニズムを
調べるためにSmpタンパク質のSeb1とRhn1を精製しin-vitro解析を行った。その結果、Seb1タ
ンパク質が単独でも液液相分離（LLPS）し、RNAの存在下でLLPSがさらに促進されることが分
かった。
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また、RNAの種類や濃度によってドロップ
レットの物性が変化することも明らかになっ
た。これらの結果から、染色体に滞留する

RNAが足場となりSmpタンパク質を集結さ
せ多様な相分離場を作り、相同染色体の

認識と対合を促進するのではないかと考え
られる。

このように、染色体のDNA情報がまず
RNAに渡り増幅され、さらにRNA・タンパク
質ドロップレットの物理特性に転換し、DNA
切断を伴わない染色体DNA間の情報認識
を実現させる経路が存在するのではない

かと推察できる。


